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何
が
描
か
れ
て
い
る
の
か

　

韓
国
の
ソ
ウ
ル
歴
史
博
物
館
の
特

別
展
に
出
展
さ
れ
た
の
は
、
宮
町
に

あ
る
美み

具ぐ

久く

留る

御み

魂た
ま

神
社
が
所
蔵
す

る
市
指
定
文
化
財
「
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

通つ
う

信し
ん

使し

淀よ
ど

川が
わ

御ご

座ざ

船ぶ
ね

図ず

絵え

馬ま

」
で
す
。

　

こ
の
絵
馬
に
は
上
下
に
３
艘そ

う

ず
つ

計
６
艘
の
御ご

座ざ

船ぶ
ね

（
高
貴
な
身
分
の

人
が
乗
る
た
め
の
豪
華
な
船
）
と
、

乗
船
す
る
た
く
さ
ん
の
人
物
が
色
彩

豊
か
に
に
ぎ
や
か
に
描
か
れ
て
い
ま

す
。
服
装
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
帽
子
を

か
ぶ
り
、
長
い
上
着
に
ズ
ボ
ン
姿
な

ど
、
当
時
の
日
本
で
は
見
か
け
な
い

服
装
の
人
も
い
ま
す
。
船
に
掲
げ
ら

れ
た
旗
や
幕
な
ど
か
ら
、
来
日
し
た

「
朝
鮮
通
信
使
」（
以
下
「
通
信
使
」

と
略
す
）
を
乗
せ
た
御
座
船
の
様
子

を
描
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

現
存
す
る
通
信
使
を
描
い
た
絵
馬

の
ほ
と
ん
ど
は
行
列
を
描
い
た
も
の

で
、
御
座
船
を
描
い
た
も
の
は
美
具

久
留
御
魂
神
社
の
絵
馬
を
含
め
国
内

に
２
点
の
み
で
す
。

　

ま
た
、
通
信
使
を
描
い
た
絵
馬
と

し
て
最
古
級
の
も
の
で
あ
り
、
学
術

的
価
値
が
高
い
資
料
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
令
和
４
年
５
月
に
市
指
定
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

ソウル歴史博物館での展示の様子

実際に絵馬を見ながら、誌面を

読むと理解が深まります。

「朝鮮通信使淀川御座船図絵馬」
を高画質で見よう！

問文化財課（内線 496）

　今年、日韓国交正常化 60 周年を記念して、韓国のソウル歴史博物館で開
催された特別展に、本市にある美

み

具
ぐ

久
く

留
る

御
み

魂
た ま

神社が所蔵する一枚の絵馬が、
はるばる海を越えて出展されました。
　本市の指定文化財が海外で公開されたのはこれが初めてのことです。
　いったいどんな絵馬か見ていきましょう。

海　越　    指定文化財を えた

☑
朝
鮮
通
信
使
と
は

　

朝
鮮
国
王
か
ら
武
家
政
権
に
、

国こ
く
し
ょ書
や
進
物
を
も
た
ら
す
た
め
に
派

遣
さ
れ
た
総
勢
３
0
0
～
5
0
0

人
に
及
ぶ
大
規
模
な
外
交
使
節
団

で
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か

け
て
17
回
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

  用語 CHECK

か
な
り
近
づ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
よ
！
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か
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
復
路
は

こ
の
行
程
を
逆
に
辿た

ど

っ
て
朝
鮮
に
帰

国
し
ま
す
が
、
往
復
で
約
半
年
に
及

ぶ
長
旅
で
し
た
。

誰
が
乗
っ
て
い
る
？

何
の
箱
？

　

絵
馬
上
段
の
三
艘
に
は
龍
を
描
い

た
形
名
旗
と
と
も
に
、「
正
」「
副
」「
促
」

の
旗
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
正
使
、
副
使
、
従
事
官
が
乗
っ
た

船
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
船
尾
に
掲
げ
ら
れ
た
旗
や

軒
下
の
幕
の
家
紋
か
ら
、
上
段
左
か

ら
臼
杵
藩
稲
葉
家
、
宇
和
島
藩
伊
達

家
、
福
山
藩
水
野
家
、
下
段
左
は
土

佐
藩
山
内
家
が
提
供
し
た
御
座
船
を

描
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

絵
馬
の
左
下
の
船
に
は
六
角
形
の

箱
と
そ
れ
を
護ま

も

る
よ
う
に
し
て
座
る
、

小こ

童わ
ら
べ

と
帽
子
を
被
っ
た
二
人
の
人
物
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
恐
ら
く
国
書
が
収

め
ら
れ
た
大
切
な
箱
な
の
で
し
ょ
う
。

通
信
使
が
遺の

こ

し
た
も
の

　

通
信
使
の
来
日
は
、
外
交
面
だ
け

で
な
く
文
化
面
に
お
い
て
も
我
が
国

に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
絵
画
や
歌

舞
伎
な
ど
の
題
材
に
も
取
り
上
げ
ら

れ
る
ほ
ど
で
し
た
。
ま
た
、
通
信
使

の
来
日
時
に
は
、
そ
の
一
行
を
見
物
す

る
人
が
沿
道
に
多
く
出
て
、
た
い
そ

う
賑
わ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

絵
馬
に
書
か
れ
た
墨す

み

書が
き

か
ら
、
こ

の
絵
馬
は
元げ

ん

禄ろ
く

8
年
（
1
6
9
5
）

9
月
に
、桜
井
村
（
現
桜
井
町
）
の
住

民
11
人
が
奉
納
し
た
も
の
と
分
か
り

ま
す
。
こ
の
年
代
に
近
い
通
信
使
と

し
て
は
、
天て

ん

和な

2
年
（
1
6
8
2
）
の

来
日
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
通
信
使

の
ル
ー
ト
か
ら
遠
く
離
れ
た
村
で
、

通
信
使
の
来
日
か
ら
13
年
後
に
奉
納

さ
れ
た
理
由
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
異
国
の
装
束
を
身
に
纏ま

と

っ
た

人
々
を
乗
せ
た
豪ご

う

華か

絢け
ん

爛ら
ん

な
御
座
船

が
、
当
時
の
人
々
に
深
い
印
象
を
与

え
た
こ
と
に
は
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

漢陽
（ソウル）

釜山

対馬

壱岐

赤間関
（下関） 上関

牛窓
室津

大坂

淀

京都

名護屋
（名古屋）

駿府
（静岡）

江戸

日光

鞆

陸路

船路

主な経由地

使
節
団
の
長
い
旅
路

　

一
行
は
、都
が
あ
っ
た
漢
陽
（
韓
国
・

ソ
ウ
ル
市
）
を
出
発
し
て
陸
路
で
釜

山
に
向
か
い
、
そ
こ
か
ら
船
で
対
馬
、

壱
岐
、
筑
前
を
経
て
、
下
関
に
到
着

す
る
と
、
対
馬
藩
や
西
国
大
名
の
護

送
船
を
加
え
た
大
船
団
で
瀬
戸
内
海

に
入
り
、上
関
（
山
口
県
）、牛
窓
（
岡

山
県
）、
兵
庫
（
神
戸
市
）
な
ど
を
経

由
し
な
が
ら
大
坂
に
入
り
ま
す
。

　

大
坂
か
ら
は
、
幕
府
が
西
国
大
名

に
用
意
さ
せ
た
御
座
船
に
乗
り
換
え

て
淀
川
を
遡

さ
か
の
ぼ

り
、
淀
（
京
都
）に
上
陸

し
た
後
、
中
山
道
、
東
海
道
を
通
っ
て

江
戸
城
に
向
か
い
ま
す
。
時
に
は
江

戸
か
ら
さ
ら
に
北
上
し
、
日
光
に
向

\ いつでもどこでも気軽に文化財を学べる /

「 おうち de ミュージアム 」

　同サイトでは指定文化財を中心に、市

内で実施した発掘調査の出土遺物や、古

文書などの資料、歴史的な建物などを４Ｋ

以上の高細密画像で見ることができます。

　また、「旧杉山家住宅」、「龍泉寺庭園」

の３Ｄパノラマでは、普段は入ることがで

きない旧杉山家住宅の使用人部屋や、龍

泉寺庭園の中島も見ることができます。

　豊かな自然と人々の営みのなかで培わ

れてきた、富田林市の歴史と文化。その

一部を高精細な写真、ビデオ、そして3D

パノラマビューでお楽しみください！
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